
トランスファラブルスキルとは

博士課程の学生が大学等の
研究者としてチームでのプロ
ジェクト型研究や学際的研究
に対応していくための課題発
見から解決までのスキル

企業等のアカデミア以外でも
活用できるスキルに変化

博士課程の学生の
職業選択の幅の拡大

日本では英国のVitaeによる
“Researcher Development 
Framework”（右図）が
有名
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• 社会や企業に向けて博士人材の能力をアピールしていくために
Vitaeの“Researcher Development Framework”(RDF)のような
博士の能力を可視化する指標があるといいのではないか

• どんな能力を可視化すればよいか
RDFは4つのdomain＞12のsubdomain ＞63のdescriptors
に対し5phaseごとの段階による能力評価
【能力開発に向けたリソース】とセット
・Vitae PDF Planner(専門能力開発サポート)
・PDP ROC(研究者のための専門能力開発計画オンラインコース)
・Lenses on the Researcher Development Framework

(特定の状況で必要とされる能力を焦点化)

トランスファラブルスキル調査実施の背景

一般社団法人産学協働 イノベーション人材育成協議会(C-ENGINE)
トランスファラブルスキルRISE

C-ENGINEが提供する研究
インターンシップへの参加
によって向上させたい／向
上した能力を評価するため
RDFを参考に作成された
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西村ゼミにおいて培われる博士人材の能力とは

①２つのブレイクスルー

②２つの質保証

③アイデンティティの「覚醒」

社会で活躍する
イノベーティブな

博士を輩出

ゼミの積み重ね
博士号取得レベル
の理論形成力

西村ゼミの
特徴

博士人材育成のベンチマーク
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トランスファラブルスキル＠大学院リーグ版（仮）

一般社団法人産学協働
イノベーション人材育成
協議会(C-ENGINE)
トランスファラブル
スキルRISE

Vitae
Researcher
Development
Framework

アカデミア以外でも
活用できる研究者の
スキル

1)大学で学ぶべき基本的なスキルで、企業や研究機関等
でも役立つスキル。
2)企業や研究機関等で研究を進めるにあたって特に重要
視されるスキル。大学との違いを感得してほしいスキル。
3)研究成果を社会実装するためのスキル。

大学院リーグ版
トランスファラブル
スキル評価

① ② ③

×
西村ゼミ
博士レベルの思考
社会的影響力の観点
アイデンティティ

×

大学院リーグにおけるトランスファラブルスキルとは
博士後期課程の学生・博士号取得者が
・博士課程で得た、課題発見から解決までのスキルやノウハウを活用し
・他分野・他領域の研究者や企業・自治体・地域の人びとと共に
・地域社会や国際社会の課題に向けて協働・共創し
・イノベーティブな解決とその実践を行うために
必要なスキル

理論と実践をつなぎ、
ステークホルダーとの
交流・議論を深めて
いくためのスキル
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トランスファラブルスキル＠大学院リーグ版（仮）

① フィルター
③西村ゼミの分析結果

②

②と③の観点から抽出した①の項目を
②の区分に応じて整理

①RDFの項目から
西村ゼミで育成・強化されている
能力を選択

C-ENGINEが
企業の観点を
ふまえて
選択・整理

トランスファラブルスキルRISE
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トランスファラブルスキル調査（TS調査）／自己評価
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